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機、回避動機が存在することを指摘している 11)12) 。そして、McClelland は動
機を「 a motive as a recurrent concern for a goal state based on a natural 




























































の (1)～ (7)の選定基準に従い、対象文献を選定した。 (1)国内文献は日本語また
は英語で書かれたものとし、海外文献は英語で書かれたもの、(2)対象を看護師












た 。 構 成 概 念 妥 当 性 は 、 ③ 構 造 方 程 式 モ デ リ ン グ （ Structural Equation 




れた。海外文献は Pub med で「nurse」 and「”work motivation”」で検索の
結果 49 件の文献が該当した。前項の研究方法で示した (1)～ (7)の選定基準に沿
って選定をすすめ、使用尺度の開発過程が示されていないものについては、基
となる尺度開発の論文 3 件を追加で取寄せ 26)~28)、最終的に国内文献 1 件、海
外文献 12 件の計 13 件を分析対象とした（表１）。  
調査対象者については、看護師を対象とした研究業績は 10 件であり 14)~18)、
29)~33)、他 3 件は企業の労働者や従業員を対象とした研究であった 26)~28)。  
分析対象とした 13 件の論文で使用された尺度は 5 種類で、①JDS（The Job 
Diagnostic Survey、以下 JDS という）を用いた調査が 2 件 15)26)、② Intrinsic 
Job Motivation（ 6 項目）を用いた研究が 3 件 14)27) 29)、③看護師の仕事意欲測
定尺度を用いた研究が 1 件 18)、④RPPE scale（Revised Professional Practice 
Environment scale、以下 RPPE scale という）を用いた研究が 4 件 17)30) ~32)、
⑤MAWS（The Motivation at Work Scales、以下 MAWS という）を用いた研
究が 3 件であった 16)28)33)。  
上記 5 種類の尺度のうち看護師を対象に開発された尺度は 2 種類であり、①




表１  看護師のワーク・モチベーションに関する測定尺度を用いた研究業績  
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The Motivation at Work Scale:


























Suhonen, R., et al,
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① JDS 、② Intrinsic Job Motivation は質問項目のみで構成され、他方、③看
護師の仕事意欲測定尺度、④RPPE scale、⑤MAWS は尺度化されていた。上記
尺度の①から⑤の概要は以下のとおりである。  
① JDS は、7 種類の異なる職種の従業員を対象とし開発した仕事診断調査で




情を経験する」と定義している。質問項目は 6 項目で、その一つに「 I feel a 
great sense of personal satisfaction when I do this job well．（私はこの仕事
がうまくいく時、個人的な満足感をよく感じます。）」があり、回答は「私は強
く同意する： 7」から「私は強く同意しない： 1」の 7 段階評価としている。  















効性を評価するため開発された PPE Scale の改訂版であり 17)、看護師の組織
特性を測定する尺度である。8 つの下位因子で構成され、その一つにモチベー
ションを測定する因子 internal work motivation（内発的な仕事意欲）がり、
他に handling disagreement and conflict （不一致や対 立を取り扱う）や
leadership and autonomy in clinical practice（臨床実践におけるリーダーシ






フランス語）を話す従業員を対象に開発された。尺度は 4 つのタイプ（ 4 因子：
Intrinsic motivation 、 Identified Regulation 、 Introjected Regulation 、
External regulation）のモチベーションで構成され、それぞれに質問項目 3 項













② Intrinsic Job Motivation と④RPPE scale の推定法は明確に記載されていな
かった。因子抽出における因子軸の回転法については、斜交回転が行われてい







性についてであるが、①JDS、② Intrinsic Job Motivation、③看護師の仕事意
欲測定尺度、④RPPE Scale、⑤MAWS、の 5 種類の測定尺度のうち、確認的因
子分析がされていたのは、⑤MAWS のみであった。  
 











RPPE sca le × ×
(Revised Profess ional  Practice Environment sca le) 主成分分析 バリマックス回転
MAWS






















































































第 1 章 看護師のワーク・モチベーションが職務態度に及ぼす影響の
検討 
 






第 2 節 調査方法 
 調査対象は、日本医療機能評価機構の認定を受けている卒後臨床研修病院一
覧に掲載されている 2257 病院（ 2015 年 9 月現在）のうち、無作為に抽出した






をもって同意が得られたこととした。調査期間は平成 27 年 9 月から 12 月まで
の約 4 ヵ月であった。なお、本調査は岡山県立大学倫理委員会の承認を得て実


































サポート態度；9 項目」、「倫理的態度；5 項目」、「専門性向上態度；5 項目」の
計 19 項目を配置した。回答は、各質問項目に対する取り組みの程度について
「 0 点：全くあてはまらない」、「 1 点：あまりあてはまらない」、「 2 点：あては
























定には、適合度指標である Comparative Fit Index(CFI)と Root Mean Squares 
Error of Approximation (RMSEA)を採用し、パラメータの推定には重み付け最
小二乗法の拡張法 (WLSMV)を用いた。一般的に、CFI は 0.90 以上 49)、RMSEA





統計解析には、「 IBM SPSS Statistics 22」及び「Mplus 7.3」を使用した。  
本研究では最終的に、回収された 656 名分（回収率 32.8％）のデータのうち、











第 2 章 調査結果 
 
第 1 節 対象者の基本属性  
 集計対象 603 名の基本属性の分布は、表 3 に示した。臨床看護師の性別は男
性 49 名（ 8.1％）、女性 554 名（ 91.9％）であり、平均年齢は 38.2 歳（標準偏
差：9.6、範囲： 21-64 であった。最終教育課程は「専門学校」が最も多く 511
名（ 84.7％）、次いで「短期大学」47 名（ 7.8％）、「大学」 43 名（ 7.1％）、「大
学院（修士：前期課程）」2 名（ 0.3％）であった。平均臨床経験期間 14 年 4 ヵ
月（標準偏差： 9 年 3 ヶ月、範囲：1 ヶ月－ 40 年 6 ヶ月）であった。所属施設
の病床数は、「100 床未満」が 35 名（5.8％）、「100 床以上 200 床未満」が 252
名（ 41.8％）、「 200 床以上 500 床未満」が 252 名（ 41.8％）、「500 床以上」が
64 名（ 10.6％）であった。  
 
表 3 分析対象者の基本属性の分布 (n=603) 
単位：名（％）
性別 男性 49 ( 8.1% )
女性 554 ( 91.9% )
年齢 平均±標準偏差（範囲） 38.2±9.6歳 ( 21-64歳 )
最終教育課程 専門学校 511 ( 84.7% )
短期大学 47 ( 7.8% )
大学 43 ( 7.1% )
大学院（修士：前期課程） 2 ( 0.3% )
臨床経験期間 平均±標準偏差（範囲） 14年４ヶ月±9年３ヶ月 ( １ヶ月-40年６ヶ月 )
付属施設の病床数 100床未満 35 ( 5.8% )
100床以上200床未満 252 ( 41.8% )
200床以上500床未満 252 ( 41.8% )
500床以上 64 ( 10.6% )
20 
 
第 2 節 看護師のワーク・モチベーション測定尺度の妥当性の検討  






の「m7 看護師として業績を残すこと」 40.3％であった。  
 




m1 スタッフとの調和を保つこと 1 ( 0.2% ) 8 ( 1.3% ) 318 ( 52.7% ) 276 ( 45.8% )
m2 スタッフ同士で話をする時間をもつこと 1 ( 0.2% ) 32 ( 5.3% ) 361 ( 59.9% ) 209 ( 34.7% )
m3 他職種と連携をとること 1 ( 0.2% ) 9 ( 1.5% ) 323 ( 53.6% ) 270 ( 44.8% )
m4 患者や家族の力を信じること 1 ( 0.2% ) 42 ( 7.0% ) 388 ( 64.3% ) 172 ( 28.5% )
m5 患者や家族の個別的なニーズに柔軟に応えること 0 ( 0.0% ) 36 ( 6.0% ) 367 ( 60.9% ) 200 ( 33.2% )
m6 よりよいケアを工夫すること 0 ( 0.0% ) 8 ( 1.3% ) 316 ( 52.4% ) 279 ( 46.3% )
m7 看護師として業績を残すこと 46 ( 7.6% ) 314 ( 52.1% ) 199 ( 33.0% ) 44 ( 7.3% )
m8 リーダーシップを取ること 30 ( 5.0% ) 238 ( 39.5% ) 279 ( 46.3% ) 56 ( 9.3% )
m9 看護師としての将来の目標を達成すること 28 ( 4.6% ) 229 ( 38.0% ) 283 ( 46.9% ) 63 ( 10.4% )
m10 適切に感染予防対策を実施すること 2 ( 0.3% ) 45 ( 7.5% ) 408 ( 67.7% ) 148 ( 24.5% )
m11 業務で生じるストレスに対処すること 2 ( 0.3% ) 71 ( 11.8% ) 361 ( 59.9% ) 169 ( 28.0% )






















0.740－ 0.801、「リスク回避への関心」からは 0.515－ 0.771 の範囲にあった。
また、看護師のワーク・モチベーション尺度の信頼性をω信頼性係数で検討し
たところ、値は 0.829 であった。  


















































第 3 節 看護師の職務態度測定尺度の妥当性の検討  






「 t5 私は、患者が家庭や社会で役割を果たせるように支えている」 51.1％で
あった。  
 
 表 5 看護師の職務態度に関する項目の回答分布（ n=603）  
単位：名（％）
t1 私は，治療や検査について理解できるように説明をしている 1 ( 0.2% ) 65 ( 10.8% ) 465 ( 77.1% ) 72 ( 11.9% )
t2 私は，患者の健康を保つために必要な情報を提供している 3 ( 0.5% ) 131 ( 21.7% ) 434 ( 72.0% ) 35 ( 5.8% )
t3 私は，患者や家族に具体的で適切な指導を行っている 5 ( 0.8% ) 186 ( 30.8% ) 375 ( 62.2% ) 37 ( 6.1% )
t4 私は，患者の体験や気持ちを理解するように努力している 1 ( 0.2% ) 40 ( 6.6% ) 442 ( 73.3% ) 120 ( 19.9% )
t5 私は，患者が家庭や社会で役割を果たせるように支えている 19 ( 3.2% ) 276 ( 45.8% ) 276 ( 45.8% ) 32 ( 5.3% )
t6 私は，患者が安楽に援助・技術が受けられるように工夫している 2 ( 0.3% ) 54 ( 9.0% ) 466 ( 77.3% ) 81 ( 13.4% )
t7 私は，患者から訴えがなくても体調や病状にあった対応をしている 2 ( 0.3% ) 92 ( 15.3% ) 446 ( 74.0% ) 63 ( 10.4% )
t8 私は，患者の頑張りを評価し，認めている 1 ( 0.2% ) 66 ( 10.9% ) 421 ( 69.8% ) 115 ( 19.1% )
t9 私は，患者指導において，患者ができたことを正しく評価している 6 ( 1.0% ) 125 ( 20.7% ) 425 ( 70.5% ) 47 ( 7.8% )
t10 私は，患者のプライバシーを十分に守っている 2 ( 0.3% ) 74 ( 12.3% ) 435 ( 72.1% ) 92 ( 15.3% )
t11 私は，丁寧で明朗な言葉遣いを心がけている 4 ( 0.7% ) 86 ( 14.3% ) 409 ( 67.8% ) 104 ( 17.2% )
t12 私は，ナースコールで呼ばれたら迅速に対応するよう努めている 11 ( 1.8% ) 35 ( 5.8% ) 416 ( 69.0% ) 141 ( 23.4% )
t13 私は，自らの非を正直に認めるようにしている 2 ( 0.3% ) 19 ( 3.2% ) 467 ( 77.4% ) 115 ( 19.1% )
t14 私は，かゆい所に手の届くような，きめ細やかな援助ができるよう心がけている 6 ( 1.0% ) 195 ( 32.3% ) 360 ( 59.7% ) 42 ( 7.0% )




27 ( 4.5% ) 250 ( 41.5% ) 299 ( 49.6% ) 27 ( 4.5% )
t17 私は，実施した看護技術の評価を行い，スキルアップを図っている 14 ( 2.3% ) 239 ( 39.6% ) 324 ( 53.7% ) 26 ( 4.3% )
t18 私は，疑問点は文献で調べたり，先輩看護師，医師に質問したりして解決している 13 ( 2.2% ) 99 ( 16.4% ) 403 ( 66.8% ) 88 ( 14.6% )




















へのパス係数は 0.644－ 0.773、「倫理的態度」からは 0.536－ 0.748、「専門性向































































































































































































第 1 節 対象者の基本属性   











第 2 節 看護師のワーク・モチベーション測定尺度と職務態度測定尺度の  









は、McClelland の達成動機理論 11)の定義「 a motive as a recurrent concern 
for a goal state based on a natural incentive ―  a concern that energizes、  
orients、  and selects behavior」を参考に、看護師のワーク・モチベーション
を「看護師の職務成果に結びつく職務態度を志向しその態度を選択するような




関心、 4)リスク回避への関心、の 4 因子を第一次因子、看護師のワーク・モチ
ベーションを第二次因子とする二次因子モデルをあらかじめ仮定し、そのモデ
ルが、確認的因子分析により、良好な適合度が得られた。このことは、本研究
































行動の 3 要素（支援、道徳、自己啓発） 42)~46)を参考に、 1)患者サポート態度、
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